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               第1章 緒   言

 動物が酸素不足ノ欺態二陥レル際二糖尿が招致セラル・コP・（3）Claude：Bemard und Ec－

khardノ時代カラ知レテオル（‘D「2）Madeod）．189斗年（4）荒木ニヨツテ酸素不充分ナル雰園氣

申二於テ呼吸スル際ニハ糖尿ノ他二尿中二乳酸排出及ビ血糖上昇が惹起セラル・コトが明カ

トナツタ．其ノ後ノ研究ニヨツテ酸素不足ノ雰園門中＝於ケル呼吸ノ場合ノミナラズ，血液

ノ酸素結合力ノ減退セル時之ヲ例ヘバCO中毒ノ場合其ノ他随意筋ノ「クラーレ」ニョル麻痺

ノ場合＝モ酸素不足ノ雰園氣ニアル場合ト同様ノ二化ヲ惹起スルモノナルコトが知プル・＝

至ツタ．而シテ之等ノ申毒及ビ麻痺ノ場合ト難モ（3，C】aude：BerDard（5）Schiff（6，Seelig＝ヨル

ト何レモ酸素不足二起因スルモノト考ヘラレタ．

 （T）Cannon und Hoskins （1911） ‘a）Elliott （1912） （9’von Anerp und Kollavsry （1912） （iO）Geor－

ge W． und Mitarbeiter（1923）ノ實験二擦ツテ酸素不足及ビ麻醇ニヨツテ副腎カラ「アドレナ

リン」ノ游出が増加スルコトが明カニナツタ．（1bG】ey und Quinquad（1923）（ 1 b Stewart und

Rogoffハ更二之ヲ確メントシテ多クノ實験ヲ試ミタ． G 2）Stewartハ副腎ヲ捌出シタ家兎及ビ

紳経ヲ切除セシ家兎S於テモ酸素不足ノ場合二輕度ノ過血糖ヲ詮明シタノデアル．而シ乍ラ

副腎ノ捌出田ヨツテAdrenalin源泉ヲ皆無ナラシムルコトヲ得ルや否やハ疑問デアルト（1）

Macleodモ述べテオル．而シテ彼ハ亦爾側ノ副腎ヲ捌出シタ動物二輕度ノ「エーテル」麻酔ヲ

ナスト血糖が上昇シ，叉力・ル動物ノ心搏動が緩徐ニナル程度ノ酸素不足ヲ作用セシムル時
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ハ更＝血糖ノ上昇スルコトヲ認メタ．（1・3・）Ohnsted u． Loganガ出頭猫＝於テ除頭後＝ハ深キ

麻醇ノ爲メニ血糖が非常二高イガ敷分詞二正常昌下降シ之二酸素不足ヲ作用セシムルト早速

過血糖が起ルコトヲ認メタ．而シテ彼等ハ副腎捌出動物二於テハ血糖ガアマリ上昇セズト云

ツテヰル．上述セル報告ニョウ酸素不足ノ場合或ハ麻醇ニヨツテAdrenalinガ血申二増加ス

ルコトが明カトナツテオル．

 （14）：Brehme u・Gy6rgy 2・高山＝於テAdrenalin二敏感トナルコトヲ糖闇閾試験及ビ「アド・

レナリン」反慮ニヨツテ確メテオル・亦高山二於テハci5、Goldberger 2・Co】d’Olen（2900m）

二方テ5’匹ノ家兎＝就テ聖算ルニ血清中「アドレナリン」様血管牧縮性物質：ガ300－1000％高

マルコFヲ認メ，赤燐物質ハ採血後効力が易攣性ヂアルコト等ニヨリAdrenalinナノレコトヲ

提唱シテヰル．

 斯クノ如ク酸素不足ノ場合二野中二Adrenalin様血管牧町性物質が増加スルコトハ明カナ

ルモ低璽ヲ作用セシメタル動物二就テ該物質ノ浩長二

 1）低墜ノ程度ニヨツテ如何ナル差違アルヤ

 2）低回作用後如何ナル動揺ヲ示スヤ

ノニツノ疑問未ダ明カニセラレテヰナイ所ヂアル、余ハ之等ノ疑問ヲ明カニスル目デ絹本實

験ヲ企圖シタノデアル．

               第2章 實 験 方 法

 血清並二三繊維素血液申二血管牧縮性物質ノ存スルコトハ夙二（16，1・udwig und Schmitt（17）Mosso2 Ber－

nstein〔18）Stewens and I£e c T9〕：Battel】iニョリテ明カニセラレタ所デアツテ（20）O’connorニヨリテ推論セ

ラレタル血清中ノ血管牧縮性物質ハAdrenalinニアラズシテ凝血二際シテ新タニ生成セラレタモノデア

ルコトハ12DP・K：aufmannニヨリテ明カニセラレテオル．更二血清中ノ該物質ノ彊サバ血清分離後ノ時間

ノ経過ト二二動揺アルコトハ（22）H・Handovs醇und P・Pickニヨリ明カトナツタ．

 之二反シテ血漿中二於テハ該物質ノ生成ナキコトハ1916年酒井，4玉松氏二nツテ謹明セラレテオル，然

シ乍ラ血漿ト盤モ血色素ヲ含ム時ハ血管牧縮性作用アルコトハ‘21 ）P・Kaufmann（25）山本（23）松村ニヨツテ

明カトナツタ所デアツテ溶血セル血漿ハ余ノ實験目的ニハ適シナイカラ溶血セザル血漿ヲ使用シタ．

 血漿中「アドレナリン様物質ノ謹明＝ハTrendelenburgノ保命蝦蓋後肢濾流法ニョッタ．灌流駆ハ約15

糎「リyゲル駆トナシ，後日記載スル方法ニヨツテ得タ血漿ノ4倍液1・Occヲ「カニコ・一レ」ノ小孔ヨリ30

－40秒間二注入シ注入シ終ツタ時刻ヲ基準トシテ此ノ前後ノ滴激ヲ比較シタ．但シ注入申ニハ厘力二攣化

アル可ケレバ此ノ間ノ滴轍ハ使用セザルコy・シタ．灌流二使用シタRinger液ハ次ノ庭方ニョッタ．

 NaCl  飽和液    19．Occ
 log／dl     K．c1液               o．75cc

 109／dl     CaC】2液              ユ．Occ

 蒸鯉水ヲ加ヘテ            1．000ccトナス，

 三富及血漿分離ニハ（24「Gottlieb u・O・connorノ方法ニヨツPt e自ロチ上記ノ出方ニヨルRinger液二2％

ノ割合二絢櫛酸曹達ヲ溶解セシ〃ル液2・Occヲ注射器二吸入シ之ト等童ノ血液ヲ白鼠、頸趨脈ヨリ探血シ
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注射器申ニテ混和シ之ヲ遠心沈澱セシメ上清ヲ更二2倍二二羅スル時ハ血漿ノ4倍稀繹液ヲ得ルノデア

ル．之ヲ注射器ニヨリ1・Oc・c．ヲ「カニューレ」ノ小孔ヨリ注入シタ．

 蝦墓ハ門流シ始メテヨリ3－4時間後二實験二使用シタ．

 動物ハ白鼠ヲ使用シ之二野屋ヲ作用セシムル方法ハ第1編及ビ第3編二記載シタ方法ニヨツタ．

 轡屋ノ程度ハ1000米，2000米及ビ4000米ノ高所ノ大氣歴二相當スル低厘ヲ作用セシメ各低歴度二於テ作

用後第3日，第7日置ピ第21日二之ヲ検シタ．

 滴敷ハ「キモグラフイオン」ニヨリ描講セシメテ談メルハ勿論デアル．

               第3章實 験成績

 血漿斗倍液10c．c．ヲ高畠「カ＝n一レ」申二注入セル＝殆ンド全部ノ例＝於テ注入後5分ニ

シテ注射前ノ滴藪二恢復セルラ認メタカラ，注射終了後5分間二於ケル4均滴歎ト注入前ノ

滴敷トヲ比較シ此ノ一当ノ比ヲ以テ作用ノ彊弱ヲ比較スルコト・シタ．EPチ第1乃至第10表

二示スガ如キ成績ヲ得タ．

               第1節樹照實験成績

 健康雄性成熟白鼠ノ血漿二曲テ槍セル＝殆ンド血管牧縮性物質ヲ含有セザルモノト認メシ

ム・v値ヲ示シタ．÷．1・・÷（A・・注射前ノ1分間ノ鰍，B・・三二5分聞ノ繊蜘

リ以下之二準ズ）ノ値ハ最小98．2，最大105．1，亭均101．4ナル値ヲ示シタ（第1表参照）．

第1表 劃照朝畑成績
動物

ﾔ號

注入前ノ滴撒

iA）

1分後
m滴激

  ［Q分後13分後ノ命数ノ滴数 4分後ノ前上 5分後ノ滴敷
注射後ノ総滴

冾a）

■L．100ユA    5

1 43 43 43 42 42 43 213 9～U

2 40 41 40 39 39 40 199 99．5

7 45 48 46 46 46 46 232 103．1

8 47 49 47 47 46 46 235 10a5

14 39 39 40 41 42 43 205 105．1

50 43 42 43 44 44 43 216 982

孕 均1 101．4

         第2節 1000米ノ高サニ相當セル低塵ノ作用シタ場合

止ヒ場合＝mテ・、第2乃聯俵二示スヤウニ÷．1…÷埴・・3畷…最大1・3．2，

最小91・5，『i均975ナル値ヲ認メタ・帥チ6例ノ内4例＝於テ殆ンド影響ナク2例二於テ血

管牧町作用ノ僅カニ増彊セルラ認メタ．

第7日＝於テ・・÷．1…÷埴・・最大1・・．9，最・」・92．・， ・F均98．4ナ・レイ直ヲ認〃．EPチ

6例ノ内1例ノミ梢増彊セシ値ヲ認ムルモ他ハ殆ンド正常二比シテ攣化ガナイ．

第21日一二テー昊．1…÷埴畷大1・・．・，最・j・92・2， ・1・te・97・7＝v’ f2F均ta＝於テ少

シク下降ノ傾キヲ示スケレドモ5例ノ内4例＝於テ著攣ナク只1例ノミノ下降ヲ示シタ．
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第2表 1000米ノ高サニ相當スル低山作用後3日後ノ域績

動物

ﾔ號

注入前ノ滴数

kA）

1分後ノ口引 2分後ノ滴激 3分後
m滴敷

4分後ノ滴敷
 1

T分後
m滴勲

注・後
m総滴
メiB〕

B  100＿■＿

`  5

39 52 49 42 48 50 49 238 91．5

40 40 38 36 37 36 37 184 92．0

41 60 60 60 60 61 59 300 100ρ

42 49 49 49 48 哩8 47 241 984
43 37 38 36 38 39 4⑪ 191 103．2

44 51 52 51 51 50 50 254 99．6

周

亭 均 97．5

第3表 1000米ノ高サニ相當スル低声作用後7日後ノ成績

動物

ﾔ號

注入前ノ二三

iA）

11分後

m滴数
2分後
m滴撤
3分後
m滴勲
4分後
m滴轍

5分後ノ滴骸
注射後ノ総滴

M〔B）

B 100＿o＿

`  5

45 42 42 42 43 42 43 212 100．9

46 44 45 42 44 44 43 218 99．1

47 49 51 49 49 48 47 244 99．6

48 49 44 43 43 44 43 217 9＆6

49 38 37 37 40 39 38 191 エ00．5

56 57 56 55 55 57 56 279 979
57 40 37 34 37 38 38 184 920

牢 均 9＆4

eg 4表 1000；米ノ高サニ相當スル低墜作用後21日後ノ成績

動物
番號

51

52

53

54

55

注入前
ノ滴敷
（A）

51

50

40

42

48

1分後
ノ前回

46

49

38

40

47

聯鑛
47

49

39

41

48

48

50

38

41

48

4分後
ノ滴撒

46

51

39

41

48

5分後
ノ滴激

48

51

40

42

48

注射後
ノ総滴
歎（B〕

235

250

194

205

239

：B 100

 りへA  5

92．2

100．0

99．0

97．6

99．6

物197・7

         第5節 2000米ノ高サニ相當スル低糸作用後ノ場合

此場創於テ・・第5引上7表＝示スヤウニ÷・孕ノ値・・第3日…最大1・・．5，最

小85．8，畢均93・8ナル値ヲ示ス．6例ノ内1例ハ殆ンド攣化ナク4例ハ梢下降シ1例ハ著明

二下降セルラ認メタ．

eg・7日＝於テ・・÷・響四一最大1・3．8，測・95．3， ・p均IC・，9ナ噸ヲ示ス． EPチ6例

中1例ノミ下降ノ傾キヲ示シ他面正常ノ夫レニ比シテ差違ヲ認メナイ．

第21日二於テ・・÷孕埴・・最大1・8．4，R・JN96．・： ・1・均993ゆテ6例ノ内1例ノミ

が梢下降シテ他ハ差違ナキモノト見倣シ得ル値ヲ示シタ．
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第5表 2000米ノ高サニ相思スル低墜作用後3日後ノ成績

動物
番朧飛騰
33

34

35

36

37

38

44

43

44

38

38

38

43

38

43

37

31

31

2分後
ノ滴激

43

40

44

37

30

33

ラ鑛繍ラ鑛薩購÷孕

45 1 45

41 1 42

44 ［ 44

37 i 37

32 1 35

34 f  36

45 i 221

41 i 202

43 i 218

36 1 184

35 1 163
37 ］ 36

奉 均

100．5

94．0

95．6

96．8

85，8

90．0

93．8

第6表 2000米ノ高サ＝相當スル低堅作用後7日後ノ成績

翻響｝盆穣 1鑛綴聯鍛至醇昊堺
21 42 3g i 43 45 14‘ 46 218 103．8

22 44 43  46 45 46 46 226 102．4

23 43 42 旨44 46
145

45 222 103．3

24 44 42  44 45 46 44 221 100．4

25 56 56  56
   1
T6 56 55 279 99．6

26 43 42  41 41 40 4ユ 205 95．3

李 均 1・・α9

第7表 20⑪0米ノ高サニ六六スル低塵作用後21日後ノ成績

動物
番i脱

注入前
ノ滴激
（A）i

27 1 53

28 1 48

29 1 45
56 li 59

31 1 38

32 1 39

ノ点数ノ前回ノ滴val i面一ノ滴数

1分後i2分後19S．・後1・分後15分後

50

44

44

50

51

47

43

49
40 （ 42

38 ］ 37

52

47

45

53

42

39

53

47

47

56

41

39

52

48

46

56

41

39

ト注射後

ノ二二
敷（B）

258

233

225

314

206

192

B  100

へ  A  5

97．7

97．1

98．2

96，0

108．4

98．4

一一一一一一一一一一一

          第4節 4000米ノ高サ＝相當スル低墜作用ノ場合

 此ノ場合＝於テハ第8乃至第10表二三スヤウデァル．

第3日二於テ・・÷・孕埴・・最Vk97．6，最・1・88・1， ・P均945⇒テ6例ノ内1例・・蟻

二1例ハ梢著明二低下シ他ハ輕二二下降ノ傾キヲ示シタ．

第7日後二一テ・・÷．孕ノ値・・最大1・4・1，最・」N92・6，・Fk・99・1 ＝シテ4例申1例・・梢

著明＝下降シ他ハ大ナル差違ナキモノト見徹シ得ル値ヲ示シタ．

第21日一於テハ÷．孕ノ値・・最大1・4・3，最・」i97・6， rp均1…4・＝シテ5例申4例磋違

ナク1例ノミ下降ノ傾キヲ示シタ．
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第8表 4000米目高サ＝相當スル低璽作用後3日後ノ成績

動物

ﾔ號

注入前ノ階数

oA）

1分後
m摘激

2分後ノ灘激 3分後ノ滴鐵 4分後ノ滴勲 5分後
m滴敬

注射後ノ総滴

冾a）

B 100＿o＿

`  5

15 41 40 39 39 38 39 195 95．1

16 53 51 49 48 48 50 246 92．8

17 40 40 37 37 39 40 193 96占

18 42 40 36 35 37 37 185 88．1

19 50 45 49 50 50 50 244 97石

20 47 39 44 48 48 49 228 97ρ

奉 均 94．5

第9表 4000米ノ高サ＝相撃スル低堅作用後7日後ノ成績

動物

ﾔ號

注入前ノ門守

kA）

1分後
m滴数

2分後ノ滴激 3分後
m滴激
4分後
m滴数
5分後
m滴轍

こ注・後ノ総滴

c（B）

：B 100＿唖＿

`  5

48

S9

T0

S6

50

T2

S8

S5

50

T1

S9

S1

49

T1

S8

S2

48

T0

T0

S2

48

T1

S9

S3

245

Q55

Q44

Q13

102．1

P04．1

X7石

X2．6

一瞬Ig9・

第：10表 4000米ノ高サ別刷當スル低題作用後21日後ノ成績

動物

ﾔ號

注入前ノ滴数

iA）

1分後ノ滴敷 2分後
m滴数

3分後ノ滴激 4分後
m滴敷
1鑛叢購 ：B 100 0＿

`  5
『 38

@49
@42
@33
@42

・38

T1

S1

R2

S5

38

S9

S1

R0

S4

38

T0

S2

R3

S4

37

T0

S1

R3

S3

   一R8  189
T01250  ［

@ 120641

P1鵬

99．5

P02．0

X8ユ

X7b
P04．3

副司・・住・

第4章 實實成績総括並＝・考按

 血漿作用後ノ不均滴数ノ血漿作用前ノ滴藪二封スル比ハ略」血i漿ノ作用ノ彊弱ニヨリテ差違

ヲ生ズルノデアルカラ余・・館上士ノ側表中÷孕トシテ表セシモノ）ヲ以テ醐合ノ

．血漿ノ血管牧縮作用ノ強サヲ比較セリ．各場合ノ平均値ヲ見ル＝第1表二見ルが如ク正常

「ラツテ」二於テハ101．4ナル値ヲ示シタ．實験方法ノ項二於テ述べタルが如クG6 Ludwig

und Schmidt c 19）Stwens and：Lee，（13｝：Battelli等ニョツテ血清中二強キ血管牧縮性物質が存ス

ルコトハ明カトナツテオル．‘20）O℃onnor（26）酒井及ビ不弓張ニヨツテ血漿中ニハ該物質ハナ

ク亦赤血球殊二血小板ノ浸出液照隠血管牧縮作用ヲ存スル物質ヲ含有スルモノナルコトハ

‘25♪山本，‘2T ，T． c． Janeway H． B． Richardson and E． A． P挺rk等ニヨツテ既二明カナル所デア

ル．：葡萄糖ノ血管撲張作用アルハ（25）山本，〔33）吉本氏等ノ詳シイ實験ニヨツテ知ラレタ．亦
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（34）久保田，C35）近藤氏ノ實験ニヨツテ高滲透璽ヲ有スル液ハ血管経ヲ損大スルモノナルコト

ハ既二知ラレテオル．余ノ試ミタ實験二於テ若シ灌流管内血漿液ヲ注射シタコトが全ク無影

響デアリ陸・・÷．孕埴・・1・・けルベキデアル，然ル＝1・1・4ナル鞠値ヲ示シ鵬

103．5ナル値ヲ示シタ．上述セシ如ク灌流量＝影響アル因子ハ多イノデアルカラ果シテ何レ’

ノ影響＝ヨリ101．4ノ値ヲ示セルヤハ不明ナレドモ注射時二内屋ノ上昇スルコトモ大ナル役

割ヲ演ジタルナル可シ．然シ乍ラ此ノ實験ニョツテ血漿中＝ハ血管牧縮性ノ物質ハ殆ンド無

キモノト信ジ得ル．蓋シ先人ノ業績二見ル結果ト同様デアル．

 然シテ上記ノ方法ト同様ナル操作＝ヨツテ低塵作用後ノ白鼠血漿二就イテ槍シタ所ヲ見ル

昌其ノ亭均値二於テハ第11表及ビ第1圖二示ス如ク1000米ノ高サニ相當スル低墜ノ作用後＝

於テハ第3日ノモノハ最低デアツテ後門シク恢復ヲ示シ，2000米ノ高サニ相當スル低塵作用

後二於テハ前者ト等シク第3日目ノモノ最：モ低ク第7日目及ビ第21日目ノ値ハ封1照トノ開キ

ハ甚ダ少イ．4000米ノ高サニ相當スル低墜ノ作用セシ場合モ略同様ノ態度ヲ示シタ．然シテ

最モ低下セル時期s於ケル血管牧縮力ノ張サヲ見ルモ1000米ノ高サニ相當スル低昼ノ場合ハ

2000米及ビ4000米ノ高サニ相當スル低歴作用ノ場合二比シテ弱キコトハ明カデアル．然シテ

余ノ得タ成績＝於テ興味アルハ2000米ノ高サニ相當スル低堅作用後モ4000米ノ高サニ相當ス

ル低墜作用後モ血漿ノ血管牧縮作用ノ彊サ＝大差ナキ所デアル．即チ此ノ事實ハ生艦内二於

ケル該物質産出系統ノ能力二制限アルヲ物語ルカ或ハ該物質ノ藥理工的性能ヲ曙示スルモノ

デアルト思バレル．（36）石井氏ハ低厘作用二二副腎ノAdrenalin含有：量が減少スルコトヲ認ム

ト報告シテヰル．

 此ノ物質ノ血申二増量ノ期間ハ低壌作用後大略1週間内外デアルコトモ余ノ威績ヨリ見テ

明カトナツタ．

 次二余ノ實験二於テ認メタル血管牧縮性物質ハ果シテ如何ナル物質ナリヤニ就イテ考察ス

ル必要ガアル．

 Adrenalinハ四温ト同温二於テ酸素ヲ誘導スルコトニヨツテ破壌セラル・モ血清中ノAdr－

cnalin様物質ハ何ラ影響サレザルコトハ（29〕O℃onnorニヨツテ認メラレタ．彼ハ亦Adre一

                 第  1  圖

100

95

so

！000米ノ高サs相當スル低歴ノ場合
2000米ノ高サニ粗常スル低歴ノ場合
4000米ノ高サニ相當スル低墜ノ場合

一一・ 撫ﾆ

7日後 14日後   21日後
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第  1 1 表

封照｛3日後 7日後 21日後
1000米ノ高サニ相當ス低駆作用後ノ成績

@1⑪1．4

97．5 98．4 97．7

2000米ノ高サユ椙當ス低自作用後ノ成績

93．8 100．9 99．3

1一一 一一                            『
P4000米ノ高サニ相當ス低屋作用後ノ成績

94．5 99．1  100．4

nalinハ腸蓮動ヲ抑制スルモ血清中ノ血管牧縮性物質ハ腸管並＝子宮滑準二二封シテ之ヲ充奮

セシメ牧縮作用ヲ呈スルコトヲ認メ血清中ノ該物質ハ血液凝固ノ際細胞ノ破壌ニヨリテ成生

スルモノト考ヘタ．次イヂ氏ノ推論ハ（28stewart a． schultz c 29 ）stewa rt a皿d：Harvey，（3。，Jane－

wアand Park，（2i♪P．Kaufinann昌ヨリ確認サレテヰル． t 26）酒井及ビ準松下ハ血清ヲ：Pergame－

ntpapierヲ以テ24時聞室温二於テ透析スル時ハ血管牧縮性物質ハ寧ロ淺渣二多キコトヲ認メ

タリ．之ヲ要スルニ血液凝固ノ際二Adrenalinナラザル血管牧縮性物質ノ成生サレルモノデ

アルコトハー般二信ゼラレテオル．

 而シ乍ラ血漿申ニバカ・ル物質ノ存在セザルモノナルコトハ既二文献二三三デアル．⑳

0．Connorハ弓懸酸曹達ヲ以テ血液ノ凝固ヲ防ギ分離シタル血漿ハ蛙血管二封シテ何等牧縮

作用ヲ認メズF報告シ，〔2「）T・C・Janeway， H・B・Richardson and E． A・Park等ハ牡牛或ハ憤

ノ未凝固血液ハ何等ノ血管牧縮性物質ヲ含有セズト言フ．松村ハ家兎末梢静脹ヨリ溶血作用

ヲ起サシメズシテ得タル新鮮ナル血漿並二血液ハ家兎耳殻血管ニハ殆ンド血管附帯作用ヲ有

セザルコトヲ認メテヰル．

 余ノ實験二於テ血管牧野性物質ヲ認メタルモ余ハ新鮮ナル血漿ヲ使用シタルが故＝上述セ

シ所及ビi封照二丁成績ニヨリ此ノ血管丁丁性物質ハ血液凝固或ハ其ノ他ノ爲メニ生ジタル

Adrena】in様物質：ナラザルコトハ明カデアル．少クトモ血管外二於テ成生セシ物質デナイコ

トハ明カヂアル．

 酸素不足ノ場合糖尿ノ來ルコトハ上述セル如ク多数ノ文献ノ示ス虞ヂアルが殊＝cs〕Schiff

バカ・ル動物ヲ室氣或ハ酸素ニヨツテ人工呼吸ヲナス時ハ過血糖ヲ起サナイコトヲ認メテヰ

ル．（31Mc． Com｛ckハ麻醇セザル動物二於テ：Leber中二極メテ僅カノ「グリコ・一ゲン」ヲ有

スル場合＝モ酸素不足＝ヨツテ血糖上昇ヲ認メタ．之等ノ事實ヨリ酸素不足が血糖上昇ヲ認

メシムル特別ナ刺戟デアルコトヲ推定スルコトが出來ル．亦（s2・Kellaway（1920）ハ酸素不足

ノ室氣ヲ呼吸スル場合ト酸素不足ナラズシテCO2含有量ノ多キ塞氣ヲ吸入スル場合トヲ比較

シ前者二於テ遙カニ著シキ血糖量ノ上昇ヲ招致スルモノナルコトヲ讃明シテ，此ノ血糖上昇

現象ハ酸素不足ノ場合多クハ同時二存在スル炭酸瓦斯ノ過剰ニヨルモノデナ’イコトヲ確メテ

ヰル．

 以上ノ如ク酸素不足ノ場合二血糖上昇ヲ來スコトハ十二認メラレテオル．而シテ此ノ血糖

上昇ヲ來ス因子ハ主トシテAdrenalinノ作用ニヨルモノナルコトハ。「℃amnon und Hoskins

（1911）（s，EIIiott（1912）ニョツテ護見サレタ所ヂアル．
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 更・・ f15）最近Goldberger， S・ハ低墜ヲ作用セシメタル動物ノ血清中ヲTrendelenburgノ方法

ニヨツテ槍セシニ血管牧縮性物質が正常動物ノ夫レ傷心シテ300－1000％増加セルコトヲ誰

明シ該物質ハ稀血液中二於テ容易二歳化スルコトヲ確更訂物質ハ「アドVナリン」ナリト認メ

高山二曲ケル血糖：量ノ上昇ハ「アドレナリン」ノ爲メヂアルト提唱シテオル．

 斯クノ如ク酸素不足ノ場合＝ハ血液申二「アドレナリン」ガ游出スルコト岡岬二明カナルコ

トデアル．

 余ノ實験二野テ認メタヤウ鳥栖麩作用後ノ血液中二血管牧縮性物質ヲ有スルハ低墜作用ニ

ヨリ血申二Adrenalinガ増加スルが爲ナリト判定シテ誤りナキモノト信ズ．

 凹凸或ハ其ノ他ノ方法ニヨル酸素不足ノ朕態ノ動物＝於テー定時期二血中二Adrenalinガ

増加スルコトハ上述セル腱ニヨリテ明日ナル所ナルモ之が如何ナル程度二亦其ノ消長が如何

ナル経過ヲ辿ル哉ハ未ダ不明ノ閾ニアリト言ハザルヲ得ナイ．低墜作用後ノ血中Adrenalin

：量ノ丈長モ低墜二品スル他ノ反慮ノ如ク動物ノ種罵的及ピ個艦的二差違アルハ客易二考へ得

ル所デアツテ余ノ實験成績二於テモ個艦的二曲シク差違アルコトヲ虚日得タ．而シ乍ラ余ノ

實th ＝ヨツテ白鼠＝於テハ低歯止用後血中＝「アドレナリン」増加スルモノ多ク且ツ略1週間

以内二又ンド正常二面復スルモノナルコトヲ認メ得タ．

                第5章 結   論

 白Sl ＝ 1000米，2000米及ビ4000米ノ高サニ相當スル低歴ヲ作用セシムル時ハ血中二Adre－

na］lnハ初期二於テ増加スルモノ多キモ略1週日以内ゴ薔二復スルモノナルコトヲ確メタ．

而シテ大略二軍テ1000米ノ高サニ相當スル低無作用後ノ初期血中Adrenalin増加ハ2000米及

ビ4000米ノ高サ＝相當スル低面作用後ノ夫レニ比スレバ弱シ．且ツ2000米ノ高サニ相當スル

添加ノ作用後ノ血中Adrenalin増加ノ程度ト4000米ノ高サニ相手スル低落作用後ノ夫レトノ

間二大差ナキヲ確メ得タ．
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